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	本日のメインテーゼ     �希望に胸膨らませ？入学した皆さんにはキツイでしょうが、�大学実験室は健康で安全な環境のはずと思い込んでも、�すべてが必ずしも安心で信用できる訳ではありませんョ！��じゃあどうすれば良いのか？私のお願いは、たった二つ！�◎　「自らの身を自らが守る」ために何をすれば良いのか�自分で考える習慣を身に付けましょう！�◎　自らの行為が環境安全にどんな影響を及ぼすかを、�学生の間に身に付けてしまいましょう！��(こんな事は言いたくありませんが)�就職先の先輩連は、新入教育に苦闘してます！�環境安全技術の習得は、就活の大きな武器に？
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